
3 2013（平成25年）6月　いちのみやの社会福祉

支　出 （単位：千円）

収　入 （単位：千円）

収 入

支 出

介護保険等
収入 47.1%
介護保険等
収入 47.1%

補助金収入
26.9%

会費収入 8.0%

居宅介護等
事業 43.1%

共同募金
配分金収入 4.8%

受託金収入 4.5%

貸付事業償還金 0.9%
繰入金収入 2.1%

寄付金その他 3.1% 前期末支払
資金残高 2.6%

居宅介護
支援事業 8.0%

法人運営事業
24.9%

ふれあいのまちづくり
推進事業 8.2%

共同募金
配分金事業 6.6%

資金貸付事業 2.1%

地域福祉サービス
センター事業 1.3%

ボランティアセンター
活動事業 1.8%

基金運営事業
他 2.2%

日常生活自立
支援事業 1.4%

県社協・一宮市
受託事業 0.4%

平成25年度 一般会計予算額
670,618,000円

介 護 保 険 等 315,375

補 助 金 180,008

会 費 53,610

共 同 募 金 配 分 金 32,174

受 託 金 30,313

繰 入 金 14,364

貸 付 事 業 償 還 金 6,200

寄 付 金 そ の 他 20,949

前 期 末 支 払 資 金 残 高 17,625

　 合 計 　 670,618

居 宅 介 護 等 事 業 289,118 

法 人 運 営 事 業 166,988 

ふれあいのまちづくり推進事業 55,201 

居 宅 介 護 支 援 事 業 53,731 

共 同 募 金 配 分 金 事 業 44,232 

資 金 貸 付 事 業 14,009 

ボランティアセンター活動事業 11,801 

日 常 生 活 自 立 支 援 事 業 9,574 

地域福祉サービスセンター事業 8,655 

県社協・一宮市受託事業 2,859 

基 金 運 営 事 業 他 14,450 

　 合 計 　 670,618 

１
．
支
会
事
業
の
充
実
と
法
人

運
営
の
安
定
化
基
盤
の
確
立
を

図
る
。
ま
た
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
の
観
点
か
ら
支
会
に
メ

ニ
ュ
ー
事
業
助
成
を
行
い
、
支

会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

２
．
被
災
地
支
援
交
流
事
業
と

し
て
、
本
市
在
住
の
小
学
生
が

親
子
で
岩
手
県
大
船
渡
市
を
訪

問
し
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て
現
地
の
小

学
生
と
交
流
を
図
る
。

３
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

事
業
で
は
、
利
用
者
の
増
加
に

伴
い
処
遇
困
難
な
ケ
ー
ス
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
職
員
の
専
門

性
の
一
層
の
向
上
に
努
め
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
充
実
を
図

る
。

４
．
地
域
福
祉
の
主
要
な
担
い

手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
と
活
動
の
推
進

に
努
め
る
。
特
に
、
地
域
で
開

催
さ
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
活
性
化

す
る
た
め
、
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
講
座
を
開
催
し
、
サ
ロ

ン
活
動
の
一
層
の
普
及
を
図

る
。

５
．
介
護
保
険
事
業
及
び
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
特
定
事
業
所
加

算
の
と
れ
る
体
制
の
整
備
を
図

り
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
る
。

６
．
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
た
め
の
相
談
窓
口
で
あ

る
「
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
相
談
体
制
を
拡
充
し
、

一
宮
市
に
お
い
て
平
成
25
年
度

に
設
置
さ
れ
る
「
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

き
め
細
か
く
対
応
す
る
。
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我
が
国
の
景
気
動
向
は
回
復

傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
住
民
が
生
活
に
豊
か
さ
を

感
じ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
生
活
環
境
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
地

域
社
会
に
お
い
て
は
、
人
々
の
生

活
様
式
の
変
化
や
単
身
世
帯
の

増
加
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
等
に
よ
り
、
孤
独
死
の
増

加
な
ど
無
縁
社
会
の
問
題
も
顕

在
化
し
て
き
て
お
り
、
家
庭
や
地

域
で
支
え
あ
う
福
祉
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
地
域
福
祉
推

進
の
中
核
的
な
機
関
で
あ
る
社

会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
行
政
を
は
じ
め
関
係
機

関
、
民
間
諸
団
体
等
と
一
層
連
携

を
強
め
、
き
め
細
か
な
地
域
福
祉

活
動
の
推
進
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
考
え
を
基
に
、
地
域

住
民
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
信
頼
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
福
祉
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
支
会
間
の
情
報
交
換
や
調

査
研
究
を
深
め
、
支
会
活
動
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
交
流
会
や
各
種
講
座
を
開

催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
業
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
認
知
症
高
齢

者
、
知
的
･
精
神
障
害
者
等
判
断

能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
金
銭

管
理
や
書
類
等
の
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
の
周
知
に
努
め
、
制
度
の
積

極
的
な
活
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

24
年
度
に
介
護
報
酬
の
改
定
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
ま
す
ま

す
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
「
特
定
事
業
所
加

算
」
の
と
れ
る
体
制
の
整
備
を
図

り
、
効
率
的
な
事
業
の
実
施
に
よ

り
経
営
の
安
定
を
図
り
な
が
ら
、

研
修
体
制
を
充
実
し
、
一
層
き
め

細
か
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ち
の
み
や
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
３
年
目
を
迎
え
順
調
に
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
一

宮
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

や
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
障

害
者
と
そ
の
家
族
の
相
談
に
応

じ
問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
併
せ
て
「
指
定
相
談
支
援

事
業
所
」
と
し
て
、
障
害
者
等
が

そ
の
有
す
る
能
力
及
び
適
性
に

応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
サ
ー
ビ

ス
等
利
用
計
画
の
作
成
」、「
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
実
施
」を
行
い
ま
す
。

平
成
24
年
11
月
に
尾
張
一
宮

駅
前
ビ
ル
に
総
務
課
部
門
が
移

転
し
ま
し
た
が
、
駅
と
い
う
利
便

性
を
活
か
し
、
社
会
福
祉
の
広
報

啓
発
や
情
報
の
発
信
源
と
な
り
、

「
市
民
に
身
近
な
社
協
」
を
目
指

す
と
と
も
に
、
市
民
の
安
心
を
支

え
る
「
相
談
支
援
」
や
「
心
配
ご

と
相
談
」
等
、
相
談
業
務
を
ま
す

ま
す
充
実
し
、
地
域
福
祉
の
増
進

を
目
指
し
た
諸
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
２

年
が
経
過
し
、
被
災
地
に
お
け
る

福
祉
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
現
状
に
お
い
て
も
、

依
然
と
し
て
被
災
地
域
外
か
ら

の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

中
、
被
災
地
の
復
興
を
図
る
支
援

活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
基
本
方
針

　
　
重
点
目
標

平
成
25
年
度

社
会
福
祉
法
人 

一
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
計
画

１
．
支
会
事
業
の
充
実
と
法
人

運
営
の
安
定
化
基
盤
の
確
立
を

図
る
。
ま
た
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
の
観
点
か
ら
支
会
に
メ

ニ
ュ
ー
事
業
助
成
を
行
い
、
支

会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

２
．
被
災
地
支
援
交
流
事
業
と

し
て
、
本
市
在
住
の
小
学
生
が

親
子
で
岩
手
県
大
船
渡
市
を
訪

問
し
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て
現
地
の
小

学
生
と
交
流
を
図
る
。

３
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

事
業
で
は
、
利
用
者
の
増
加
に

伴
い
処
遇
困
難
な
ケ
ー
ス
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
職
員
の
専
門

性
の
一
層
の
向
上
に
努
め
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
充
実
を
図

る
。

４
．
地
域
福
祉
の
主
要
な
担
い

手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
と
活
動
の
推
進

に
努
め
る
。
特
に
、
地
域
で
開

催
さ
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
活
性
化

す
る
た
め
、
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
講
座
を
開
催
し
、
サ
ロ

ン
活
動
の
一
層
の
普
及
を
図

る
。

５
．
介
護
保
険
事
業
及
び
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
特
定
事
業
所
加

算
の
と
れ
る
体
制
の
整
備
を
図

り
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
る
。

６
．
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
た
め
の
相
談
窓
口
で
あ

る
「
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
相
談
体
制
を
拡
充
し
、

一
宮
市
に
お
い
て
平
成
25
年
度

に
設
置
さ
れ
る
「
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

き
め
細
か
く
対
応
す
る
。
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